
連番 委員意見 意見に対する対応

1
○ｐ8 「次世代育成支援行動計画」は平成26年度から任意計画、法定計画は
「子ども・子育て支援事業計画」。書くのならこちらでは。

★文言整理。「佐倉市子ども・子育て支援事業計画」に修正します。

2
○ｐ8 「佐倉市社会福祉協議会」がたびたび出てくるが、（福）があったりな
かったり。統一を。（福）は要らないのでは。

★文言整理。全て『(福)佐倉市社会福祉協議会』で統一します。

3
○ｐ14 要介護４・５でサービス未利用者が71人、32人といる。アンケート結果
では読み取れないが、どうされているのでしょうか？入院中か？

4
○ｐ18 ショートスティのやや不満が13.2％と比較的多い。施設（部屋）数が少
なくて、希望の日に入れていないのかな。

5
○ｐ23 「送迎」の希望が多い。（ｐ48に関連施策） 移動サービスが使いにく
いとの声も多い。ボランティアでは、移動時の事故にボランティア保険がきかな
い。

6
○ｐ29 サービス利用者に「どんな福祉サービスが受けられるのかわからない」
が10.0％いるのは問題（ケアマネがいるのに）。

7
○ｐ32 第５章のサブタイトル（ｐ68）の「要援護・・・・」 「要援護」は最
近は「災害時要援護者」のように使う。「要支援・要介護高齢者」では。

章のサブタイトルであるため、懇話会委員に諮ります。

8
○ｐ43 文中で「サポセン」をふれていないのに、注書きのように「サポセン」
を説明するのは違和感がある。

★文言整理。本文を『市民公益活動サポートセンターとの連携』に修正します。

9
○ｐ45 市民カレッジ 学習機会の提供だけでなく、地域活動に参加するよう働
きかけが必要。「地域活動者の育成」をして欲しい。

記載どおりとします。

10
○ｐ47 基本方針の２行目 「障害」⇒「障害者」と連想される用語。「バリ
ア」としたらどうか。

記載どおりとします。

11
○ｐ49 （２）の４行目 「・・・・高齢者住まいの・・・・」 ⇒「・・・・
高齢者の住まいの・・・・」では。

★文言整理。指摘のとおりとします。

12
○ｐ50 （５） 施設入所希望者がアンケートで一定数いる中で、「第６
期・・・・施設整備計画はありません。」は、随分素っ気ないのでは。

★文言整理。本文を『施設整備計画の予定はありません。』に修正します。

13 ○ｐ50　（上記）文頭が2.5文字さがり
★文言整理。指摘のとおりとします。

アンケート結果であるため、詳細までは把握できておりません。
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14

○ｐ51 （１）①籐工芸や七宝工芸の講座が、今の時代に就労につながるとは思
えない。廃止を検討すべき事業では？ｐ55の学習活動や居場所づくりに吸収合併
したらどうか。急にできないのら、違和感のあるこの表を載せるのを止めたらど
うか。

記載どおりとします。

15
○ｐ55 各所で実施しているのに、なんで「南部」だけの実績が載っているの
か、違和感がある。全部を載せるか、この南部の表を削除したらどうか。

記載どおりとします。

16

○ｐ59　佐倉市では平成28年度まで「二次予防対象事業」が残るのですか？　ｐ
58で「一次予防事業と二次予防事業を区別せず」、ｐ59で「平成27年度からは郵
送による二次予防事業対象者の把握は終了します。」と記されています。整理さ
れた文とすべき。（ｐ63、ｐ65にも二次予防事業対象者の用語がある。）

★文言整理
①p58の【主な施策・サービス】を下記のとおり変更します。
　平成２６年度の介護保険制度改正により、介護予防事業が見なおされ２７年
度より新しい介護予防事業となります。
これまでの介護予防事業は、全ての高齢者及びその支援のための活動に関わ
る方を対象とした一次予防事業と、要支援・要介護状態となるおそれの高い状
態にあると認められる高齢者を対象とした二次予防事業とに区分して進められ
てきました。
新しい介護予防事業は、地域の実情に応じた効果的、効率的な介護予防の取
り組みを推進する観点から見直され、一次予防事業と二次予防事業を区別せ
ずに、全ての高齢者及びその支援のための活動に関わる方を対象とした、下記
の一般介護予防事業になります。
②５９頁の【平成２８年度までの取り組み】の本文から、次の文言を削除します。
　『新しい総合事業では、一次予防事業と二次予防事業の区別をせず介護予
防事業を行うため、今後に向けて平成27年度からは郵送による二次予防事業
対象者の把握は終了とします。』

17
○ｐ64 この３表の単位は。 実登録数とすると、なぜ平成24年度47人が前年度
や後年度と大きく数値が違うのでしょうか。

記載どおりとします。

18
○ｐ77（ｐ82） 小規模多機能型居宅介護 平成28年度から141人 目途がある
のですか？

記載どおりとします。

19
○ｐ78（ｐ82） 地域密着型・・・・生活介護 平成28年度から136人 目途が
あるのですか？

記載どおりとします。

20
○ｐ 104 １の文の１行目 「・・・・必要ない医療・・・・」 ⇒
「・・・・必要な医療・・・・」では。

★文言整理。指摘のとおりとします。
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